
オペレーションズリサーチ

３
n × n実対称行列A，n次元実ベクトル a，実数 µを用いて

2次関数 f, gµ : Rn → Rを次のように定義する．

f(x) =
1

2
x>Ax + a>x

gµ(x) =
1

2
x>(A + µI)x + a>x

ここで，>は転置を表し，Iは n × nの単位行列である．

このとき以下の問 (i),(ii)に答えよ．

(i) A + µIが半正定値行列であれば，

(A + µI)x∗ = −aを満たす x∗ ∈ Rnは制約なし最小化問題

minimize gµ(x)

の大域的最適解となることを示せ．

(ii) 次の 3条件

(a) A + λIは半正定値行列

(b) (A + λI)x∗ = −a

(c) λ ≥ 0, (x∗)>x∗ ≤ 1, λ(1 − (x∗)>x∗) = 0

を満たす x∗ ∈ Rnと λ ∈ Rが存在するとき，

x∗は制約つき最小化問題

minimize f(x)
subject to x>x ≤ 1

の大域的最適解となることを示せ．


